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菜豆のマルチ栽培と問題点

古沢　典夫・鎌田　信昭・佐藤　忠士

（岩手　県農：試）

1．■ま　え　が　き

日本における菓豆の年間需要量は55万tくらいと

され，北海道の生産量は20万七くらいで，他はほと

んど輸入に依存している。

本作物のうち，嘗なし又は半蔓性品種についてはほぼ

大豆に類似した栽培法であり，やはり労れ　資本を多

く要せず，茎梓は飼料とされ，輪作上にも長所がある。

その収量も大豆なみとされるが価格は高く，早熟であ

ること，鳥害やダイズシストセンチュウにより強いこ

とは大豆より優れた点ということができよう。

本試験は，菜豆が当地域で大豆に置き換わる可能性

を確かめようとする一連の試験の一つとして，マルチ

効果を■検討したものである。

なお，岩手県における作付面積は乾燥子実として

250～250haであり，ほぼ10Kダ′乱　と少収である。

第1蓑　成　績　概　要

2．試　験　方　法

1．耕種の概要

川　播種期：5月25日

（21施肥量：Ⅳ一m4，P205－1．5，K20－1．5

（各KP′a成分量）

は1密　度：9250サッソーホーリーシート使用。

ガ当り占．1株，裸地も同密度とした。

2．供用品種　4

大正金時，大正自金時，改良大手亡，改良中

長，いずれも北海道中央農試原々種農場産

5・試験規模1区15，㌦，2連制

吉．試．験　結　果

マルチ条件による一般的で基本的な作物の反応は，

①巨大化多収，②生育促進早熟化③良質の5点であ

るが，菜豆も例外でなく，顕著な効果を示している。
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大正自金時 粒が汚れ易い

改良大手亡

改良中長 無マルチ少肥向
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第1回　収量対成熟期

試験結果は第1表および第1園のとおりで，マルチ

により初期生育の蓋はとくに大きく，播種40日後で

約2葉進み，分枝数もほぼ2倍に達している。

70日後では大正金時型では17－2倍の葉面培で

あるが，改良大手亡では25多，改良中長では20多

程度の増加にとどまっている。

粒数．収量についてもほぼこのような差が認められ．

大正白金時242，大正金時201が大差であり，次い

で改良大手亡158，改良中長119帝と品種間差が明

らかであった。

このことは，大正金時や大正自金時に対してやや密

度が不足であったことを意味するが，同時に生育畳が

劣る貫なし型品種に対する効果は，生育旺盛で少肥適

応性が大きい半蔓性に対する効果よりも一層大きいこ

とを意味している。また，早生品種は晩生品種よりも

効果が大きいことも当然であろう。

次に，品質的な面では大正金時ではやや粒色が漉く，

粒の肥大も良好でやや良質となっている。

成熟期ではほぼd日の促進が認められ，跡作に秋野

菜などを作付する地帯での早熟効果は高く評価されて

よいであろう。

なお，45年においてもほぼ同様の耕種法で品種試

験を行なったが，高温障害による発芽不良が寂著で，

第2回のとおり粒大との間に深い関係があることが認

められた。
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中山包氏（農林種子の発芽）によれば，菜豆の平均

的発芽温度として，最低15℃，最高5°℃，最適

20～50℃と記載されており，45年の異常高温によ

ってマルチ条件では40℃を越す高温となったためと

考えられる。したがって早播きが前捷条件となり，発

芽適温の検定が必要と考えられる。

なお，品種としては大正白金時は粒色が汚染し易く，

改良中長は市場で喜ばれず，大正金時が標準的な品種

と考えられ，次いで改良大手亡が有望であり，これら

2品種を中心になお検討を加えたい。

4．む　　す　　び

本作物のマルチ効果はとくに大きく，品種によって

は2倍以上の増収，占日の促進，良質化が認められた0

しかしながら，とくに高収益作物ではないので，機

械化（マルチャーなど）の開発が進んで始めて普及実

用化段階に達することとなるであろう。

また，高級菜豆，あるいは野菜用の乗取りとしての

検討を要するし，高温障害対策が今後解決を要する課

題である。


